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研究成果の概要（和文）：日本社会が「第 2 の近代」に突入するなかで、個人化と保守化が浸

透していることを高校生調査および大学生調査のデータ分析から明らかにした。21 世紀の社会

を構想する際に、「公共性」および「正義」という概念が重要であることを指摘した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In Japanese society which has entered the stage of “second modernity”, the fact that 
individualization process and conservatism pervade in the society was proved by the 
quantitative data-analysis of high school students and university students. It was 
pointed out that the concepts of  ”publicness” and “justice” are extremely important, 
when we design the 21st century society. 
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１．研究開始当初の背景 

21 世紀に入ってから、少なくとも日本社会

では、「社会」が見えにくくなっている。特

に若い人たちから「社会を実感できない」と

いう声をよく耳にする。格差問題が深刻化し、

非正規雇用者は増加しているにもかかわら

ず、これらの問題が社会の問題として理解さ

れないのである。 

多くの意識調査に示されているように、日

本人の多くにとっては、社会は、手に届く範

囲のなかで、等身大のものとして理解される

ようになってきている。つまり家族や友人関

係のなかに、社会的なものを見出すのである

が、それより大きい地域社会や国民社会・国
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際社会は、自分には関係のない「他人事の世

界」として理解される傾向が強まっているの

である。もちろん経済成長が期待できないこ

とや、地球環境問題の深刻化が、人々に刹那

的な現在中心の価値観を増殖していること

も、事実として認めざるをえないであろう。 

歴史を少しさかのぼって、あの 1989 年の

「ベルリンの壁の崩壊」に象徴的に示された

冷戦構造の終焉は、政治社会を「左翼」と「右

翼」の軸で語ることを不可能にしてしまった。

「9．11」以降の世界には、イデオロギーの

終焉に伴う共生社会の萌芽がもたらされた

のではなく、文明の衝突と「圧倒的な非対称」

(中沢新一『緑の資本論』)の渦巻く現実が誕

生したのであった。 

オーギュスト・コントによって学として創

始された社会学の使命は、「予見せんがため

に見る」ことであり、モデルとしての社会を

提示して、私たちを将来へと嚮導することに

ある。 

本研究は、21 世紀に入って、人々の「社会」
イメージが変質したという現実をふまえて、
このような「社会」イメージ変質の原因を解
明するとともに、人々を未来にむけて鼓舞す
るような社会モデルを提示するための基礎
研究を行うことにある。 

 
 

２．研究の目的 

「社会」イメージを喚起し、社会のグラン

ドデザインを可能にするような社会学理論

を構築するという本研究の最終目標に到達

するために、社会学理論のメインストリーム

の検討からスタートして、つぎに掲げる 5 つ

の研究を実施する。 

第 1 に、「第１の近代から第 2 の近代へ」

をめぐる社会学理論の検討を行う。 

近年、社会学理論の動向は、モダニティ論

からポストモダニティ(ポストモダン)論を経

由して、グローバリゼーション論へとシフト

してきている。このような理論の力点のシフ

トについて、一言で要約することはなかなか

困難だが、シフトの背景にモダン社会の変質

という共通認識があることは事実である。モ

ダン社会の変質をもっとも的確に表現して

いるのが、ベック(Beck,U.)の言う「第 1 の近

代から第 2の近代へ」というフレーズである。

そこで「第 2 の近代」を論じた社会学者とし

て、ギデンズ、ベック、バウマンの社会学理

論を検討するとともに、「第 2 の近代」に特

徴的な「個人化」の趨勢と「保守化」の趨勢

に注目する。 

第 2 に、「個人化」の趨勢を支える思想的

背景として、新自由主義(ネオリベラリズム)

思想に焦点をあてる。本研究では、とりわけ

新自由主義思想の理論的中核として、ハイエ

クの理論・思想に注目し、その現代的解釈を

試みる。と同時に新自由主義思想の対極をな

すものとして、『心の習慣』に代表されるア

メリカの宗教社会学者ベラーの研究をフォ

ローし、ベラーの立場が「共同体主義」とし

て総括できるかどうかを検討する。 

第 3 に、新たな絆（＝社会的連帯）の理論

的可能性を追究すべく、パットナムに代表さ

れる社会関係資本概念の検討を出発点にし

て、社会関係資本の中核をなすものとして、

信頼概念とケア概念に注目する。ギデンズ、

ルーマンの信頼疑念を検討した上で、ハイデ

ガーの気遣い(Sorge)概念にまでさかのぼっ

てケア概念の理論的彫琢を試みる。 

第 4 に、第 1 課題から第 3 課題までの、理

論的・学説史的研究をふまえて、「社会」イ

メージについての意識調査を実施する。 

具体的には、大学生を対象にした意識調査

を実施する。それとともに 2001 年、2007 年

に実施した高校生調査の再分析を行う。これ

らの計量分析の目的は言うまでもなく、理論

的・演繹的に（あるいはシミュレーションに

よって）導出されたさまざまな概念が、日常



 

 

言語のなかで大学生・高校生の抱いているも

のとどの程度一致しているか、それともずれ

ているかを明らかにすることにある。 

第 5 に、第 1 課題から第 4 課題までの研究

成果を総括し、「公共性」、「公共空間」、「ケ

ア」、「正義」の概念の理論的検討を行う。 

これらの概念が社会理論の基礎としてど

のように位置づけられるかを明らかにした

後、とりわけ「公共性」と「正義」概念に焦

点をあてて、「公共善」へと至る道を探る。

これらの概念の理論的武器としての豊穣化

が達成されると、新しい社会の構想という作

業も、単なる「見果てぬ夢」としてではなく、

モダニティの再編をとおして将来社会を見

据えるという、社会学本来の形でなされるで

あろう。 

 
 
３．研究の方法 

 一方での「第１の近代から第 2の近代へ」
「個人化」「保守化」「グローバリゼーション」
「公共性」「ケア」「正義」に関する社会学理
論の研究と、他方での「社会」イメージおよ
び社会観についての意識調査の計量分析と
を並行的に行う。データ分析から得られた知
見を生かしながら、21世紀社会をどのように
デザインしたらよいかについて、社会学の立
場からの分析を試みる。 
 
 
４．研究成果 

（1）「第1の近代から第2の近代へ」をめぐる

社会学理論の検討 

モダン社会の変質を、ベックは「第1の近代

から第2の近代へ」というフレーズで的確に表

現している。このフレーズの内実をなすのが

、ギデンズ、ベックのいう「再帰的近代化」

である。そこで「再帰的近代化」概念の検討

を通して、「再帰的近代化」がリスク社会論

と関連していることを明らかにした。 

さらに再帰的近代化が、第2の近代の社会変

動の趨勢である「個人化」「保守化」の趨勢

と関連しているので、学生を対象にした意識

調査(大学生・専門学校生を対象にした質問紙

調査、1024名分のデータを回収)を実施し、日

本の若者における「個人化」と「保守化」の

趨勢を検証した。その結果、ネオリベラリズ

ム思想に支えられてグローバリゼーションが

進行するなかで、日本の若者に現状を肯定し

、日本の文化や伝統を尊重するという意味で

の「保守意識」が強まっていることが明らか

になった。 

                   
（2）新たな絆（＝社会的連帯）の理論的可能

性 

 社会学誕生以来のテーマである「個人と社

会」の問題を解決するキーワードは、社会的

連帯である。社会的連帯の問題は、近年、社

会関係資本(social capital)という概念の登

場によって脚光をあびている。そこで、社会

関係資本の内実をなす、信頼概念とケア概念

の理論的検討を行った。その結果、信頼概念

・ケア概念を社会秩序の安定性の問題にとっ

ての中核的な概念にするには、信頼概念・ケ

ア概念を役割概念あるいは役割期待概念とど

のように接合するかが、重要な問題であるこ

とが明らかになった。 

 

（3）「個人化」を支える思想的背景としての

新自由主義思想の研究 

 新自由主義(ネオリベラリズム)思想の1つ

の理論的支柱とされるハイエク理論を検討し

た。その結果、ハイエクのいう自生的秩序が

、社会学の世界においてパーソンズがテーマ

とした社会秩序の問題とどのように関係づけ

られるのかが、重要なテーマであること明ら

かになった。 

 新自由主義思想が個人主義に支えられてい

るのに対して、共同体もしくは集団主義に支

えられた理論として、ベラーたちの『心の習

慣』の検討を行った。べラーたちがコミュニ

タリアニズムを提唱する意図は、明らかにな

ったが、共同体の具体的なイメージが明瞭で

ないという問題点も明らかになった。 
 

（4）「ポストモダン論」と「グローバリゼー

ション論」の検討 

20世紀から21世紀への世紀の転換期におけ

る社会学の〈知〉は、2つの焦点をめぐって構

造化されてきた。その1つが、現代をポストモ

ダニゼーションの過程とみなす「ポストモダ

ン論」であり、もう1つが、現代をグローバリ

ゼーションの席巻過程とみなす「グローバリ

ゼーション論」である。そこでポストモダン

論およびグローバリゼーション論の再検討を

とおして、「第2の近代」を捉えるのに有効な

社会学的概念としてベックのリスク社会論で

あることが明らかになった。 

 

（5）新たな絆（＝社会的連帯）の端緒として

「公共性」の理論的考察 



 

 

 すでに述べたように、社会学誕生以来のテ

ーマである「個人と社会」の問題を解決する

キーワードは、社会的連帯である。社会的連

帯の可能性は、公共性概念の彫琢によって明

らかになる。そこで公共性概念の吟味を行っ

た。 

まず公共性とほぼ同義な英語として、public 

sphere 、public space、publicness(日本人

による造語)があることに注目し、公共性（＝

公共空間）が、第1にmarket（市場原理）に対

立するものとして、第2にnationalなもの（国

家・国境）に対立するものとして、第3に

individual、individualizationに対抗するも

のとして概念化されることを明らかにした。 

さらに公共性(＝公共空間)が「公共善」に

関わるものであるから、正義をどのように理

論化したらよいかという問題について考察し

た。「正義は存在するか」という問いから出

発して、正義の積極的な定義の可能性として

、「社会に存在する不条理な苦痛を減ずる価

値」および、すでに市井三郎、高坂健次によ

って言及されている「幸福の加算から不幸の

減算へ」という価値観の転換の重要性を指摘

した。 
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